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難病研究課 慢性の痛み解明研究事業 2016年度１次公募概要

原因や病態が十分に解明されていない慢性の痛
み

患者数が多い既知の疾患に伴う慢性の痛み

機能的要因により引き起こされる慢性の痛み機能的要因により引き起こされる慢性の痛み

線維筋痛症、複合性局所疼痛症候群 等

変形性関節症 等

慢性頭痛の病態解明・客観的指
標・治療法の開発に関する研究
（年間10,000千円程度、最長3年）

頭痛は20～50歳代前半に有訴者が多く、
経済的損失に加え、日常生活にも支障を来
すことが社会問題となっている。

近年では、周期的に頭痛、嘔吐やめまいを
引き起こす小児周期性症候群で学業に支
障を来すと共に、片頭痛に移行し易いこと
もあり、小児の頭痛にも注目が集まってい
る。

更には、頭痛の発症維持に頭頸部の病態
や口腔顔面領域の病態が症状や維持に関
与していることも明らかにされてきている。
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基盤構築（基礎的研究基盤・データベース構築等）

有用性の確
立

2016年度１次公募概要

病態解明

シーズ選定 等

トランスレーショ

ナル・リサーチ

治験開始

前臨床研究
動物モデル
薬効・薬理試験
薬物動態試験
毒性試験

臨床POC

難病研究課 慢性の痛み解明研究事業

目標：慢性頭痛について、革新的技術等を用いてこれらの病態を解明し、痛みに関する客観的指標を用いた評
価法や新たな治療法の開発に結びつけることを目標とする。

治験外臨床試験・その他の臨床研究
（ガイドラインへの反映に資する研究）等

病態解明 ⇒ 新たな治療法のための技術開発
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